




















第６図　水塚盛土断面・立面図
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第７図　本田遺跡第１号建物跡
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　３－４　遺物の出土状況について
　第１号建物跡に関しては、基礎地業から出土し
た大半の遺物の位置を記録することで、平面的に
広く、高低差もある地業内における遺物の接合関
係を把握した。出土位置を記録した遺物の総数は、
776点である（註２）。
　出土遺物の種類は、磁器、陶器、土器、瓦（平
瓦、丸瓦、軒桟瓦、軒丸瓦、道具瓦、鬼瓦、赤瓦）、
鉄製品、銅製品、石製品、石材、硝子製品など多
様である。なかには燗徳利の磁器（第471集第
26図№35）のように、「外野村／石川□衛門／
サトウ」といった水塚の元所有者の苗字の記され
た遺物もみられ、来歴が具体的に推定できる資料
もある。
　遺物の出土量について、第471集を引用す
ると、「磁器 7893.1g、陶器 12273.6g、土器
3399.2g、平瓦 188.1g、丸瓦 315.4g、軒桟瓦
8282.4g、軒丸瓦955.2g、道具瓦899.3g、鬼
瓦497.7g、赤瓦5756.1g、鉄製品11.6g、銅製
品2.4g、石製品9859.3g、石材7666.2g（礎石
関連石材を除く）、硝子製品195.24g、漆喰1.4g」
であった。いずれも細片を中心とするが、接合率
は高かった。
　遺物が比較的多く出土した「瓦敷６」では、巻
末に掲載した付図１～３のように、他の箇所より
も濃密に、各層間の遺物接合関係を確認すること

ができた。その結果、この地業が複数時期に分か
れず、一度に造られたことを考古学的に立証した。
　例えば、第３表に示した通り、№52（陶器土瓶）
は、第１層～第４層の全てから出土し、接合した。
他にも二つの層間や三つの層間で接合した例がみ
られる。この点から基礎地業の同時期性に加えて、
地業に使用した材料も限られた場所から持ち込ま
れたことが窺われる。つまり、水塚の先行研究で
示したように、土砂は水塚を造る個人の土地（畑
など）から獲得した例が多いことからも、本例も
元地権者の土地内の土砂や所有物（陶磁器等）が
利用されたと推定される。

第２表　本田遺跡第１号建物跡に用いられた石材の種類と加工種別の割合（付表１と対応）

第３表　複数面で接合した遺物（付図１～３と対応）

石材／加工 自然石 河原石 加工 割石 切石 加工屑 転用 不明 小計 割合
黒色溶岩石（浅間石か） 241 1 1 243 41.8%
砂岩 1 88 1 3 1 94 16.2%
凝灰岩 40 6 10 22 1 79 13.6%
赤色溶岩石（浅間石か） 18 18 3.1%
チャート・白色チャート 13 2 15 2.6%
角閃石安山岩 6 1 1 2 10 1.7%
花崗岩 1 4 5 0.9%
片岩・緑泥石片岩 4 4 0.7%
黒色石 2 2 0.3%
赤色石 1 1 0.2%
不明 3 84 2 6 2 14 111 19.1%
小計 263 199 44 19 10 22 11 14 582
割合 45.2% 34.2% 7.6% 3.3% 1.7% 3.8% 1.9% 2.4%

図版 No. 種類 1層 2層 3層 4層
2 磁器　碗 〇 〇
24 磁器　皿 〇 〇
30 磁器　皿 〇 〇
35 磁器　燗徳利 〇 〇
36 磁器　燗徳利 〇 〇
39 磁器　急須 〇 〇
40 磁器　香炉 〇 〇
44 陶器　片口鉢 〇 〇
45 陶器　植木鉢 〇 〇 〇
50 陶器　鍋 〇 〇
51 陶器　土瓶 〇 〇
52 陶器　土瓶 〇 〇 〇 〇
56 瓦質土器　焜炉 〇 〇 〇
57 瓦質土器　火鉢 〇 〇
64 赤瓦　桟瓦 〇 〇
65 赤瓦　桟瓦 〇 〇
69 赤瓦　熨斗瓦 〇 〇 〇
70 瓦　軒丸瓦 〇 〇
※付図１断面図に示した遺物…高低差のある、2つ
以上の層から出土した遺物
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４　本田遺跡元地権者への聞き取り調査
　本田遺跡の埋蔵文化財包蔵地としての指定範囲
は、発掘調査範囲と同様である。本調査で確認し
た遺構は、隣接するＩ家が過去に建設・所有し、
代々利用していた建造物である。元所有者は当家
の第12代にあたり、80歳を超える御高齢ながら、
水塚や蔵を利用していた当時の状況について、実
体験に加えて祖先からの伝承を含めて記憶されて
いた。その内容は以下の通りである。
　なお、個人名は略し、「第９代」などと表記した。
筆者が注釈した箇所は「筆者註」とした。
　４－１　地名について

　本田（ほんだ）は、「ほんでん」と地元では呼
ばれてきた。
　４－２　旧母屋について

　明治初年頃に建てられた（第８図）。往時には
15人ほど人がいて、養蚕をやっていた頃は、外
野村の人々30人ほどが手伝いに来ていた。
　４－３　水塚と第１号建物跡について

　水塚は旧母屋よりも新しく、明治時代中頃に造
られた。母屋は養蚕のために人が集まる施設だっ
たことから、第９代（曾祖父）の居住用の施設と
して、水塚と建物（第１号建物跡）を建設した。
　この建物は２階建てで、風呂や手洗いもあった。
１階は向かって西側に蔵、東側に居室があった。
一番東側に汲み取り便所と風呂が並び、渡り廊下
で居室とつながっていた。風呂は「湯殿（ゆどの）」
と呼ばれていた。風呂は主に第10代（祖父母）
が使い、元地権者はほとんど入ったことがなかっ
た（風呂は母屋にもあった）。２階には衣装を入
れる棚などを置いた部屋があり、主に祖母が使っ
ていた。
　第１号石階段と第２号石階段は、旧母屋と往来
するための勝手口的な使い方をしていた。第１号
建物跡の正面玄関は、第３号石階段のある南側で、
礎石４－３と４－４の間にあった。大きな飛び石
のある４－２付近には、蔵の出入口もあった。

　水塚の盛土は、周辺の分家の畑から採ったもの
である。盛土と一緒に建物を造った。
　建物は、第10代（祖父）と第11代（父）が
利用していた。しかし、昭和35（1960）年に
第11代が亡くなり、第12代（元地権者）が若
くして土地（旧母屋・各種蔵・水塚等）を継いだ。
第１号建物跡は、昭和15（1940）年頃に空き
家となり、その後人に貸した。しばらくの間貸家
として使われていたが、借主が出た後に、再び土
地・建物が残された。しかし、建物の修繕費や維
持費がかさむため、水塚と蔵は最終的に処分した。
　第１号建物跡の北側には２つの蔵があった。一
つは文庫蔵と呼んでいて、もう一つは土蔵だった。
　第１号蔵跡は、水塚建築前から存在していた。
蔵の北側（水塚の造られた箇所）は、当初は平坦
地だった。蔵の出入口は東側にあり、段差があっ
た（筆者註：第４号石垣の南側（調査区外））。蔵
には米を入れており、運搬は牛を使っても大変
だった。
　４－４　水害の被害について

　水塚を含め、自分の土地が水害にあったことは
なかったが、建物（第１号建物跡）の２階に木舟
が備えられていた。

５　本田遺跡水塚に関する若干の考察

　５－１　調査成果と聞き取り調査の検証

　以上の発掘調査成果と元所有者からの聞き取り
調査について、いくつか検証してみたい。
　まず、旧母屋については加須市が調査を実施して
おり、その内容と一致する（第８図）（加須市1990）。
　水塚の築造年代についても、出土遺物の年代観
とおおむね合致する。
 　一般的に水塚を建設した契機や用途は、水害
と密接な関係があることは、前章までに取り上げ
た通りである。しかし、本田遺跡例では旧母屋が
住まいとして利用しにくいがために、居住用とし
て築造したという。水塚は水害対策として造られ
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ることが多い中、特徴的な契機と言えよう。
　第１号建物跡に土間やカマドがあったかどうか
を尋ねたが、母屋にあったとの回答であった。調
査結果からもその痕跡は認められなかった。一方、
風呂や御手洗は、発掘調査と聞き取り調査の双方
で確認した。水塚上の建物に水回りの施設を設置
する例は少なく、居住用としての建物の性格をよ
く表していると言えよう。
　最後に、聞き取り調査では過去に水害の被害は
なかったと言う。これについては、第9図から
検証した。第９図左図は、昭和22年に発生した
カスリーン台風の被災状況を示した絵図（埼玉県
1950）に、本田遺跡の位置を落とした図である。
本図から、遺跡周辺は台風による堤防決壊地点よ
りも、わずかに上流に位置することがわかる。『昭
和二十二年九月埼玉県水害誌』の絵図にも被害状
況は描かれておらず、水害の直接的な被害はな
かったと推定される（埼玉県1950）。

　５－２　水塚の築造工程の復元
　水塚と建物跡の築造工程は、調査成果から次の
ように考えられる。
①　敷地内の造成
②　第１号蔵跡の建設
③　水塚盛土の建設
④　第１号建物跡の建設
　①は少なくとも第１号建物跡から第１号蔵跡ま
での範囲を平坦に整地したと考えられる。
　②と③との間は、出土遺物から約20年の間が
空くが、③と④はほぼ同時期に建設された。
　　次に、水塚盛土の築造にかかる労力や期間につ
いて、土量から試算した。その方法は、筆者が古
墳時代の方形周溝墓を対象に実施した手法を改良
し、応用したものである（青木2020）（註３）。
　まず、盛土の土量は約620㎥である（註４）。
この結果から、掘削作業延べ人数を約184人
（620㎥÷3.375㎥＝ 183.7人）（註５）と試算

第８図　Ｉ家旧母屋間取り図
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第９図　昭和 22年カスリーン台風における堤防決壊位置と本田遺跡の位置
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した。
　盛土の土は分家の土から得たという聞き取り調
査の内容と、他の事例で２～３人で掘削したとい
う点から、掘削人数を3人と想定すると、掘削
日数は61人日（184人÷３人＝61.3人日）と
なる。
　次に、盛土の重量を試算すると、806,000㎏
であった（註６）。ここから盛土の運搬日数を試
算する。１人当たり一回の運搬重量は、「36㎏」
とした。これは、「延喜式　巻34木工寮　19人
担条」における「積に准うべくは、大六十斤を一
担（＝36㎏）」から換算した。問題は、１人の人
間が一日に何回36㎏の土砂を運搬できるのかと
いう点である（牛馬等の利用は除く）。
　仮に一日の運搬作業時間を７時間とすると、近
隣の畑から運搬したとして、１回の運搬時間を往
復15分に仮定すると、１日の運搬回数は28回
（７時間×４）である。１人当たりの１日の運搬
重量は、1,008㎏（36㎏×28回）である。仮に
運搬作業の人数を10人とすると、1日の運搬総
重量は、10,080㎏（1,008㎏×10人）である。
そのため、盛土の運搬日数は、80日（806,000
㎏÷10,080㎏＝79.9日）と推定できる。
　最後の試算は、盛土作業の延べ人数と日数につ
いてである。1日に運搬できる土量は、7.75㎥
である（10,080kg÷ 1300（重量計算の逆算））。
すなわち、盛土延べ人数は、80人（620㎥÷7.75
㎥）である。盛土作業に1日２人従事したとす
ると、盛土作業日数は、40人日（80人÷2人）
である。
　以上の試算をもとに、工程を復元する。掘削（３
人で62日）と運搬（10人で80日）と盛土（２
人で40日）の合計15人が、各作業を並行して
実施できたと仮定する。この場合、土の運搬が終
了するまで盛土は完了できないため、着工から完
成まで最低80日を要する。１箇月の作業日数が
20日とすると、作業月数は80日÷20日＝４

箇月となる。養蚕業の農閑期は、桑の収穫ができ
ない秋冬の4箇月～５箇月とされる。他の例と
同様に、農閑期に水塚の盛土を造り上げたとする
ならば、盛土の築造には、15人で最低４箇月の
労力と期間を要したと想定される。ただし、本田
遺跡の例では、盛土の完成後に基礎地業の施工と
２階建ての上屋の建築が続く。これらの建築に要
した期間は、明らかではないが、資材の調達、重
厚な基礎地業の設置、木造上屋の建築といった各
工程の内容を踏まえると、相当の月数を要したと
考えられる。完成までに最低半年程度は要したと
すると、盛土の建設と合わせて１年程度の月日が
必要だったと推定される。
　第10図は、建物の礎石と基礎地業の各面の重
なり具合を確認するために作成した。母屋の主柱
穴となる礎石下を軸として、最低面から計画的に
造られていることがわかる。第１号建物跡の基礎
地業は堅牢な造りで、高い建築技術を有する。多
量の瓦材や石材を使用していることからも、現代
で言うところの専門的な建築業者が建築に携わっ
ていたと推定される。
　補足として、第１号建物跡で見つかった６点の
墨書の記された石材について触れておきたい。こ
れらは、「三百五十三」（２－4.5－№1）、「五」
（2.5 －２－№ 1）、「二十四」（３－２－№1）、
「二百五十四」（３－４－№1）、「十二」（４－４
－№1）、「百十八」（Ｓ73）と、いずれも漢数字
が記されていた。出土位置が散在していたため、
これらの数字が意味することは明らかではない
が、古民家には礎石や柱材に「番付」が付され、
それが遺存することがある。
　番付とは、「本工事において、組み立ての便宜
を図って部材に付ける符号」であり、漢数字や文
字、平仮名等を組み合わせた様々な番付が存在す
る（武井1994）。すなわち、番付の仕組みが明
らかであれば、部材に記された内容から、全体の
中での配置が推定できる。ただし、建築物は改修
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を繰り返すため、建築当初の番付（当初番付）を
はじめ、数段階の番付が存在する例もある。
　埼玉県内の古民家の解体調査例では、第11図
に示した埼玉県三芳町旧島田家住宅と埼玉県朝霞
市旧高橋家住宅に、いろは文字と漢数字の組み合
わせの番付が墨書で記されていた。
　それ以外に、柱材に番付が残る例も見つかって
いる。さいたま市旧坂東家住宅（大宮市教育委員
会1994）、朝霞市旧高橋家住宅（朝霞市教育委
員会2009）、小川町旧吉田家住宅（小川町教育
委員会2000）などである。
　いずれも「いろは文字と漢数字」の組み合わせ
である。本田遺跡の例は漢数字のみであり、配置
に規則性が認められないが、番付を意味する可能
性を指摘しておきたい。

おわりに
　本稿で扱った水塚は、考古学的調査と研究例が
乏しい。今後、水塚の考古学的調査には、民俗学、
地理学（水理学）、建築学（古建築）といった分
野と連携することが求められる。
　近年の豪雨被害や台風被害により、全国的に水
害への関心は高まっており、行政側に加えて、個
人にも対策は求められている。それは物資の貯蓄
やハザードマップの確認など様々である。いわゆ
る防災の分野では、過去の災害やその備えを見直
す試みも進められている。この観点から、水塚を
考古学含め多分野から検討を深めることは、失わ
れゆく水塚自体の記録の必要性とともに、現代か
ら未来を生きる人々の暮らしを支える上で重要で
ある。

　本稿を草するにあたり、水塚の元所有者である
石川元一氏には、発掘調査時とその後の聞き取り
調査において大変有益なお話をいただくととも
に、掲載を快諾していただきましたことを、心よ
り感謝申し上げます。第10図　本田遺跡第１号建物跡基礎地業遠近図
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第 11図　礎石に番付の記された事例と第１号建物跡礎石の墨書
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第１図　（板倉町教育委員会 2004、p20 第 11 図）を引用・改変。第２図　①（小林 1987、p.56 図 22）、②（埼玉
県 1988、p.365）、③（東部地区担当者会 2013、p85）を引用・改変。第３図　①（福田編 2018、p.26 第 14 図）、
②（矢部編 2018、p.20 第 11 図・p.21 第 12 図）、③（佐藤（一）2015、p.29 第 29 図・p.30 第 30 図）を引用・改変。
第４図　水塚の分布は（小林1987、p.5-6図１）、（川島町教育委員会1995、p.51掲載図）、（逆井1997、p.31掲載図）、（佐
藤（甚）ほか 1980、p.134 図２・p.135 図３）（浅野 1988、p.3 図１）、（志木市教育委員会 1988、p71 図 26）、（東
部地区文化財担当者会 2013、p37）を筆者トレース。昭和 22年 9月カスリーン台風関係は（「1947 年カスリーン
台風痕跡マップ（β版）」（防災科学技術研究所自然災害情報室）（https://arcg.is/z5jGe））掲載図を筆者トレース。
第５図　（富田編 2021、p14 第７図）を引用。第６図　（富田編 2021、p17 第９図）を引用。第７図　（富田編
2021、p24 第 13 図）を引用。第８図　（加須市 1990、p.9 掲載図）を引用・改変。第９図　左図（埼玉県 1950、
p.51 掲載図（附図１））を引用・改変。右図（本稿第４図）をもとに筆者作成。第 10図　（富田編 2021、p.26-p.30
第 14 図～第 18図）をもとに筆者作成。第 11図　①（三芳町教育委員会 1998、p.30 図 5-3）、②（文化財建造物
保存技術協会 2009（第 2刷）、p.37 図 2-16）、③（富田編 2021、p.24 第 13 図）を引用・改変。
第 1表～第３表　筆者作成。
付表１・付図１～付図３　筆者作成。
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付表１　本田遺跡第１号建物跡石材一覧表

№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
1 1-0-1 黒溶 自 25 23 18
2 1-0-2 黒溶 自 28 28 8
3 1-0-3 黒溶 自 14 10 -
4 1-0-4 黒溶 自 27 18 14
5 1-0-5 黒溶 自 20 15 -
6 1-0-6 黒溶 自 35 30 10
7 1-0-7 不明 河 25 17 10
8 1-0-8 黒溶 自 20 14 -
9 1-0-9 黒溶 自 10 8 -
10 1-0-10 黒溶 自 10 5 -
11 1-0-11 黒溶 自 38 35 22 磨滅
12 1-0-12 黒溶 自 7 5 -
13 1-0-13 黒溶 自 25 16 12
14 1-0-14 黒溶 自 15 13 -
15 1-0-15 黒溶 自 28 18 4
16 1-0-16 黒溶 自 21 18 18
17 1-0-17 黒溶 自 15 6 -
18 1-0-18 黒溶 自 24 17 11.6
19 1-0-19 黒溶 自 24 20 20
20 1-0-20 黒溶 自 26 22 10
21 1-0-21 黒溶 自 25 20 -
22 1-1-1 凝 切 32 28 76
23 1-1-2 砂 河 38 35 16
24 1-1-3 凝 加 10 (7) -
25 1-1-4 凝 加 15 8 -
26 1-1-5 凝 加 8 7 5
27 1-1-6 砂 河 65 53 28
28 1-1-7 黒溶 自 17 7 16.4
29 1-1-8 黒溶 自 19 17 8
30 1-1-9 黒溶 自 34 25 18
31 1-1-10 黒溶 自 20 15 9
32 1-1-11 黒溶 自 32 23 18
33 1-1-12 黒溶 自 32 21 18
34 1-1-13 黒溶 自 20 10 13
35 1-1.5-1 砂 河 48 25 10
36 1-1.5-2 黒溶 自 (55) (22) 8
37 1-1.5-3 黒溶 自 (15) (10) 24
38 1-1.5-4 黒溶 自 25 20 -
39 1-1.5-5 黒溶 自 18 18 12
40 1-1.5-6 黒溶 自 31 20 18
41 1-1.5-7 黒溶 自 17 10 26
42 1-1.5-8 黒溶 自 25 23 16
43 1-1.5-9 赤溶 自 26 25 -
44 1-2-1 砂 河 15 14 19
45 1-2-2 黒溶 自 39 28 20
46 1-2-3 黒溶 自 20 19 20
47 1-2-4 黒溶 自 10 6 18
48 1-2-5 黒溶 自 15 10 21
49 1-2-6 黒溶 自 25 17 20
50 1-2-7 黒溶 自 25 25 22
51 1-2-8 黒溶 自 (20) 14 -
52 1-2-9 黒溶 自 32 18 22
53 1-2-10 黒溶 自 22 14 -
54 1-2-11 黒溶 自 23 12 11
55 1-2-12 赤溶 自 30 20 -
56 1-2-13 黒溶 自 25 20 -
57 1-2-14 黒溶 自 40 25 31
58 1-2-15 黒溶 自 30 23 15
59 1-2-16 凝 割 24 24 11
60 1-2-17 黒溶 自 28 19 16
61 1-2-18 赤溶 自 27 22 12
62 1-2-19 黒溶 自 22 17 8.8

№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
63 1-2-20 黒溶 自 30 25 21
64 1-2-21 黒溶 自 27 15 14
65 1-2-22 黒溶 自 29 21 20
66 1-2-23 黒溶 自 29 27 18
67 1-3-1 凝 切 30 29 65
68 1-3-2 不明 河 26 20 10
69 1-3-3 砂 河 48 25 32
70 1-3-4 不明 河 23 21 11 石英含む
71 1-3-5 砂 河 35 23 20.2 1-3.5-9 と同一
72 1-3-6 黒溶 割 25 20 16
73 1-3-7 黒溶 自 26 20 -
74 1-3-8 黒溶 自 21 20 -
75 1-3.5-1 赤溶 自 (33) (25) 12
76 1-3.5-2 不明 河 45 17 16
77 1-3.5-3 黒溶 自 28 25 16
78 1-3.5-4 黒溶 自 28 25 8
79 1-3.5-5 黒溶 自 33 15 10
80 1-3.5-6 黒溶 自 42 32 23
81 1-3.5-7 黒溶 自 40 24 14

82 1-3.5-8 黒溶 転 25 18 10
転用、2つに割れて
いる

83 1-3.5-9 砂 河 38 20 18.8 1-3-5 と同一
84 1-3.5-10 黒溶 自 26 23 20
85 1-3.5-11 赤溶 自 20 15 19
86 1-3.5-12 黒溶 自 31 20 16
87 1-4-1 砂 河 50 38 20
88 1-4-2 砂 河 32 20 12
89 1-4-3 砂 河 28 20 18
90 1-4-4 砂 河 40 25 22
91 1-4-5 不明 河 33 24 20 白色
92 1-4-6 不明 河 20 15 11
93 1-4-7 砂 河 34 25 13
94 1-4-8 砂 河 48 32 20

95 1-4-9 不明 河 31 20 14
1-4.5-12 と 同 一、
白色

96 1-4-10 黒溶 自 (35) (20) 20 板状に割れる
97 1-4-11 黒溶 自 31 20 20 板状に割れる
98 1-4-12 黒溶 自 20 20 15
99 1-4-13 黒溶 自 20 7 13
100 1-4-14 黒溶 自 17 15 16
101 1-4-15 黒溶 自 14 7 -
102 1-4-16 不明 割 19 16 16
103 1-4-17 黒溶 自 28 12 16
104 1-4.5-1 砂 河 47 32 26
105 1-4.5-2 緑 河 29 25 13
106 1-4.5-3 砂 河 28 17 19
107 1-4.5-4 不明 河 27 24 24
108 1-4.5-5 砂 河 29 18 14
109 1-4.5-6 不明 河 (38) (32) 12
110 1-4.5-7 砂 河 42 32 17
111 1-4.5-8 黒溶 自 23 20 11
112 1-4.5-9 黒溶 自 22 14 -
113 1-4.5-10 黒溶 自 20 11 -
114 1-4.5-11 黒溶 自 14 10 -
115 1-4.5-12 不明 河 34 20 15 1-4-9 と同一、白色
116 1-4.5-13 黒溶 自 37 24 16
117 1-4.5-14 黒溶 自 40 22 18
118 1-4.5-15 黒溶 自 26 23 -

119 1-5-1 凝 切 35 31 83
1-3-1 と同じ質・黒
色粒含む

120 1-5-2 黒溶 自 72 60 54 巨大・円形
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№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
121 1-5-3 黒溶 自 28 16 21.4
122 1-5-4 砂 河 41 20 23
123 1-5-5 凝 加 22 15 9.4 1-5-6/7 と同一
124 1-5-6 凝 加 17 16 - 1-5-5/7 と同一

125 1-5-7 凝 加 17 15 -
1-5-5/6 と同一、硬
質

126 1-5-8 不明 河 26 22 15
127 1-5-9 角 河 27 16 15.2
128 1-5-10 不明 河 25 22 22 硬質
129 1-6-1 凝 切 35 30 80
130 1-6-2 不明 不明 (37) - 18
131 1-6-3 不明 不明 (32) - 17
132 1-6-4 不明 河 31 17 16.8 硬質
133 1-6-5 黒溶 自 23 18 - 円形
134 1-6-6 砂 河 27 18 -
135 1-6-7 黒溶 自 25 17 10.6
136 1-6-8 角 加 20.5 15 -
137 1-6-9 黒溶 自 10 7 -
138 1-6-10 黒溶 自 20 17 -
139 1-6-11 黒溶 自 15 8 -
140 1-6-12 凝 加 25 13 -
141 1-6-13 黒溶 自 20 14 -
142 1-6-14 赤溶 自 72 50 29
143 1-7-1 凝 切 30 30 71
144 1-7-2 不明 不明 (23) (16) 15
145 1-7-3 不明 不明 (13) - 9
146 1-7-4 不明 不明 (10) - 4
147 1-7-5 不明 不明 (15) - 12
148 1-7-6 不明 不明 (16) - 10
149 1-7-7 黒溶 自 30 23 -
150 1-7-8 砂 河 44 30 21
151 1-7-9 砂 河 24 15 -
152 1-7-10 黒溶 自 23 16 - 円形
153 2-0-1 砂 河 33 27 18
154 2-0-2 砂 河 33 22 14
155 2-0-3 砂 河 40 20 19
156 2-0-4 白チ 河 29 18 11
157 2-0-5 砂 河 29 18 18.4
158 2-0-6 チ 河 32 21 -
159 2-0-7 砂 河 33 17 -
160 2-0-8 不明 河 35 22 - 白色粒子多
161 2-0-9 黒溶 自 34 25 -
162 2-1-1 砂 河 50 27 22
163 2-1-2 赤溶 自 41 30 16
164 2-1-3 砂 河 28 17 11
165 2-1-4 黒溶 自 36 19 21
166 2-1-5 黒溶 自 23 23 12
167 2-1-6 黒溶 自 28 18 -
168 2-1-7 黒溶 自 24 19 13
169 2-1-8 黒溶 自 28 25 -
170 2-1-9 黒溶 自 17 8 -
171 2-1-10 黒溶 自 9 7 -
172 2-1-11 黒溶 自 10 10 -
173 2-1-12 黒溶 自 8 8 -
174 2-1-13 チ 河 29 16 19 3-1-5 と同一
175 2-1-14 黒溶 自 43 21 24
176 2-1-15 黒溶 自 30 28 14
177 2-1-16 黒溶 自 30 28 -
178 2-1-17 黒溶 自 25 15 - 表面赤い
179 2-1-18 黒溶 自 28 27 15
180 2-1-19 角 河 22 15 13
181 2-1-20 赤溶 自 6 5 -
182 2-1-21 凝 加 18 10 - 刳り込み有

№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
183 2-1-22 凝 加 10 8 5
184 2-1-23 黒溶 自 26 22 -
185 2-1-24 赤溶 自 20 18 14
186 2-1-25 黒溶 自 23 20 13.6 刻書「石」
187 2-1-26 黒溶 自 27 18 -
188 2-1-27 凝 加 20 13 -
189 2-1-28 凝 加 14 12 -
190 2-1-29 黒溶 自 28 19 12
191 2-1-30 凝 加 32 18 -
192 2-1-31 黒溶 自 18 20 -
193 2-2-1 不明 河 35 32 16
194 2-2-2 黒溶 自 (22) (7) 22
195 2-2-3 砂 河 26 24 - 2-2-4 と同一
196 2-2-4 砂 河 28 24 13.2 2-2-3 と同一
197 2-2-5 凝 屑 30 15 -
198 2-2-6 黒溶 自 24 20 13.8
199 2-2-7 赤溶 自 20 14 14
200 2-2-8 黒溶 自 23 13 -
201 2-2-9 チ 河 14 7 -
202 2-3-1 砂 河 40 27 17
203 2-3-2 不明 河 (20) (5) 9
204 2-3-3 緑 河 (16) (17) 15
205 2-3-4 砂 河 32 17 9
206 2-3-5 凝 屑 30 15 10 1-3-1 と同種
207 2-3-6 凝 屑 27 13 -
208 2-3-7 凝 屑 10 5 -
209 2-3-8 凝 屑 8 5 -
210 2-3-9 凝 屑 11 8 -
211 2-3-10 不明 河 25 16 - 白色粒子多
212 2-3-11 砂 河 20 10 20.2
213 2-3-12 不明 河 34 13 11.4
214 2-3-13 チ 割 18 11 15.5
215 2-3-14 不明 河 20 12 18.4
216 2-3-15 白チ 河 26 23 -
217 2-4-1 砂 河 42 35 20
218 2-4-2 角 河 28 25 20
219 2-4-3 砂 河 28 24 18
220 2-4-4 砂 河 35 26 11
221 2-4-5 黒溶 自 61 43 19
222 2-4-6 凝 屑 23 15 -
223 2-4-7 凝 屑 21 14 -
224 2-4-8 凝 屑 10 7 14
225 2-4-9 凝 屑 28 16 -
226 2-4-10 砂 河 14 12 -
227 2-4-11 黒溶 自 30 22 10
228 2-4-12 凝 屑 15 13 8
229 2-4-13 黒溶 自 10 8 -

230 2-4.5-1 角 河 27 24 11
円 形・ 下 面 墨 書
「三百五十三」

231 2-5-1 砂 河 28 22 20
232 2-5-2 チ 河 30 25 12
233 2-5-3 チ 河 22 13 13
234 2-5-4 不明 河 30 29 20 青色
235 2-5-5 黒溶 自 34 29 17
236 2-5-6 黒溶 自 20 17 -
237 2-5-7 凝 屑 17 14 -
238 2-5-8 不明 河 30 24 13 白色粒子含む
239 2-5-9 黒溶 自 26 21 12.9
240 2-5-10 不明 割 39 30 13.9 石英含む
241 2-5-11 黒溶 自 25 17 6
242 2-5-12 黒溶 自 22 16 -
243 2-5-13 黒溶 自 10 9 -
244 2-5-14 黒溶 自 13 8 17
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№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
245 2-5-15 黒溶 自 28 24 14
246 2.5-0-1 不明 河 38 20 8

247 2.5-0-2 不明 転 30 17 12
2.5-0-3 と同一、転
用

248 2.5-0-3 不明 転 30 28 2
2.5-0-4 と同一、転
用

249 2.5-0-4 不明 河 26 21 - 白色粒子多
250 2.5-0-5 黒溶 自 29 15 17 磨滅
251 2.5-0-6 黒溶 自 30 27 16
252 2.5-0-7 不明 河 30 26 - 白色
253 2.5-2-1 角 河 24 21 8 円形・上面墨書「五」
254 2.5-2-2 砂 河 26 23 - 円形
255 2.5-6-1 不明 河 38 25 19
256 2.5-6-2 不明 不明 - - 9
257 2.5-6-3 不明 不明 - - 9
258 2.5-6-4 不明 不明 - - 18
259 2.5-6-5 砂 自 45 12 23 凹む
260 2.5-6-6 黒溶 自 27 12 -
261 2.5-6-7 凝 加 22 14 -
262 2.5-6-8 砂 河 25 18 -
263 2.5-6-9 不明 河 24 14 - 赤紫
264 2.5-6-10 不明 河 23 20 - 白色粒子多
265 2.5-6-11 不明 河 25 20 8
266 2.5-6-12 黒溶 自 22 17 18
267 2.5-7-1 凝 切 34 26 86 大石
268 2.5-7-2 砂 河 21 18 10
269 2.5-7-3 砂 河 27 11 13
270 2.5-7-4 砂 河 25 18 17
271 2.5-7-5 黒溶 自 24 22 -
272 2.5-7-6 黒溶 自 (16) (14) -
273 2.5-7-7 砂 河 19 16 -
274 2.5-7-8 黒溶 自 19 15 18 磨滅
275 3-0-1 不明 河 40 25 24
276 3-0-2 不明 河 42 30 16
277 3-0-3 不明 河 27 22 19
278 3-0-4 砂 河 29 21 -
279 3-0-5 不明 河 37 22 - 白色粒子含む
280 3-0-6 砂 河 33 22 -
281 3-0-7 黒溶 自 28 20 -
282 3-0-8 不明 河 36 20 20
283 3-0-9 片岩 河 30 15 -
284 3-0-10 不明 河 35 22 15
285 3-0-11 凝 加 28 15 -
286 3-0-12 不明 河 25 20 - 硬質
287 3-0-13 片岩 河 25 20 19
288 3-0-14 砂 河 18 15 -
289 3-1-1 凝 切 60 34 28
290 3-1-2 砂 河 28 20 15
291 3-1-3 砂 河 28 20 (4)
292 3-1-4 砂 河 54 25 22
293 3-1-5 チ 河 22 20 19 2-1-13 と同一
294 3-1-6 黒溶 自 25 15 -
295 3-1-7 黒溶 自 25 18 -
296 3-1-8 黒溶 自 19 10 4
297 3-1-9 黒溶 自 20 14 20
298 3-1-10 黒溶 自 25 18 -
299 3-1-11 凝 屑 15 11 - 白色
300 3-1-12 凝 屑 10 10 - 暗色
301 3-1-13 凝 屑 12 8 - 白色
302 3-1-14 黒溶 自 21 16 12
303 3-1-15 不明 不明 33 31 16
304 3-1-16 黒溶 自 53 44 30
305 3-1-17 黒溶 自 33 24 20

№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
306 3-1-18 黒溶 自 27 20 20
307 3-1-19 黒溶 自 29 22 15
308 3-1-20 黒溶 自 (25) (12) 12
309 3-1-21 黒溶 自 26 20 11
310 3-1-22 凝 加 (17) 16 6
311 3-1-23 不明 河 21 15 -
312 3-1-24 黒溶 自 37 20 20
313 3-1-25 黒溶 自 16 12 -
314 3-1-26 赤溶 自 25 15 14 3-1-30 と同一
315 3-1-27 赤溶 自 30 17 -
316 3-1-28 黒溶 自 20 18 -
317 3-1-29 黒溶 自 24 20 16
318 3-1-30 赤溶 自 18 14 15 3-1-26 と同一
319 3-1-31 黒溶 自 28 (24) -
320 3-1-32 黒溶 自 32 25 10
321 3-1-33 黒溶 自 27 20 -
322 3-1-34 不明 河 23 15 14
323 3-1-35 黒溶 自 27 24 16
324 3-1-36 黒溶 自 12 9 -
325 3-1-37 黒溶 自 38 16 14
326 3-1-38 黒溶 自 23 16 20
327 3-2-1 砂 河 22 21 8 円形・墨書「二十四」
328 3-3-1 砂 河 35 29 13

329 3-4-1 砂 河 24 23 6
円 形・ 下 面 墨 書
「二百五十四」

330 3-4.5-1 砂 河 28 26 10 円形
331 3-5-1 砂 河 46 44 22
332 3-5-2 不明 河 27 25 23 白色
333 3-5-3 砂 河 35 18 17 3-5-4 と同一
334 3-5-4 砂 河 40 15 19 3-5-3 と同一
335 3-5-5 黒溶 自 16 12 12
336 3-5-6 不明 河 29 25 11
337 3-5-7 黒溶 自 27 19 16
338 3-5-8 不明 不明 39 27 16
339 3-5-9 不明 河 32 20 13 硬質、青色
340 3-5-10 不明 河 23 16 -
341 3-5-11 黒溶 自 17 16 14 3-5-12 と同一
342 3-5-12 黒溶 自 22 18 9 3-5-11 と同一
343 3-5-13 不明 河 15 12 - チャート含む、黒色
344 3-5-14 黒溶 自 27 19 19
345 3-5-15 黒 河 15 12 20

346 3-5-16 花 河 (22) 12 7
S66・68・69 と 同
一か

347 4-1-1 凝 切 34 28 49
348 4-1-2 不明 河 31 24 9

349 4-1-3 凝 割 31 30 16
礫含む・1-3-1 に似
る

350 4-1-4 黒溶 自 47 38 37
351 4-1-5 黒溶 自 13 11 -
352 4-1-6 黒溶 自 28 25 18
353 4-1-7 黒溶 自 25 20 18
354 4-1-8 黒溶 自 25 23 -
355 4-1-9 黒溶 自 38 29 - 一部赤色
356 4-1-10 凝 屑 (28) (28) -
357 4-1-11 砂 河 10 6 -
358 4-1-12 不明 河 12 11 -
359 4-1-13 砂 割 28 12 -
360 4-1-14 砂 河 30 15 11
361 4-1-15 凝 加 (32) (22) -
362 4-1-16 黒溶 自 26 16 15
363 4-1-17 黒溶 自 33 21 14
364 4-1-18 赤溶 自 26 15 -
365 4-1-19 赤溶 自 30 15 -
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№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
366 4-1-20 黒溶 自 22 19 22
367 4-1-21 黒溶 自 22 17 11
368 4-1-22 黒溶 自 8 6 -
369 4-1-23 黒溶 自 13 10 -
370 4-1-24 不明 割 30 18 - 硬質
371 4-1-25 不明 河 7 5 4
372 4-2-1 黒溶 自 47 39 24
373 4-2-2 凝 屑 (33) (20) 16
374 4-2-3 黒溶 自 (52) (26) 21
375 4-2-4 凝 屑 (32) (20) -
376 4-2-5 凝 屑 28 22 13
377 4-2-6 黒溶 自 13 7 15
378 4-2-7 黒溶 自 (55) (52) 17 転用？
379 4-2-8 黒溶 自 36 22 4 青緑
380 4-2-9 砂 河 19 15 -
381 4-2-10 砂 河 25 20 -
382 4-2-11 凝 割 20 12 12
383 4-2-12 黒溶 自 30 26 -
384 4-2-13 凝 割 9 6 -
385 4-2-14 黒溶 自 16 16 10 青緑
386 4-2-15 凝 割 30 18 9
387 4-2-16 砂 河 20 7 8
388 4-2-17 角 転 26 13 11 赤緑、転用
389 4-2-18 砂 河 25 18 9 青緑
390 4-2-19 黒溶 自 18 12 - 青緑
391 4-2-20 砂 河 16 10 - 青緑
392 4-2-21 黒溶 自 32 30 21
393 4-2-22 黒溶 自 18 8 -
394 4-2-23 不明 割 15 12 8 白色粒子多
395 4-3-1 凝 切 31 30 54
396 4-3-2 黒溶 自 64 39 50
397 4-3-3 不明 河 25 18 12 多孔質
398 4-3-4 黒溶 自 (58) (56) 30
399 4-4-1 不明 河 24 23 6 上面墨書「十二」
400 4-4-2 黒溶 自 35 29 12
401 4-4-3 黒溶 自 50 40 12
402 4-4-4 凝 割 45 40 26
403 4-4-5 黒溶 自 (50) (25) 18
404 4-4-6 赤溶 自 45 40 12
405 4-4-7 黒溶 自 13 8 -
406 4-4-8 砂 河 38 20 -
407 4-4-9 不明 河 21 18 - 白色粒子多
408 4-4-10 チ 河 23 21 7 岩船石か
409 4-4-11 黒溶 自 23 18 10
410 4-4-12 不明 河 25 18 -
411 4-4-13 砂 河 25 20 9
412 4-4-14 黒溶 自 28 20 11
413 4-4-15 黒溶 自 34 28 13
414 4-4-16 黒溶 自 53 36 26
415 4-5-1 凝 切 37 32 82
416 4-5-2 砂 転 15 5 10 転用
417 4-5-3 黒溶 自 13 2 -
418 4-5-4 花 転 25 9 26 転用
419 4-5-5 不明 河 14 5 - 緑色
420 4-5-6 砂 河 36 16 12
421 4-5-7 黒溶 自 66 61 42
422 4-5-8 凝 加 22 12 8
423 4-5-9 砂 河 13 12 -
424 4-5-10 黒 河 13 8 -
425 4-5-11 凝 加 6 3 6
426 4-5-12 凝 加 19 12 12
427 4-5-13 凝 加 13 10 11
428 4-5-14 凝 加 20 10 11

№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
429 4-5-15 凝 加 18 5 9
430 4-5-16 凝 加 20 9 -
431 4-5-17 凝 加 9 4 -
432 4-5-18 凝 加 10 5 -
433 4-5-19 凝 加 22 8 9
434 4-5-20 黒溶 自 30 19 -
435 4-5-21 黒溶 自 15 6 -
436 4-5-22 黒溶 自 19 10 14
437 4-5-23 黒溶 自 9 6 6
438 4-5-24 黒溶 自 20 15 -
439 4-5-25 黒溶 自 8 7 -
440 4-5-26 黒溶 自 30 17 -
441 4-5-27 黒溶 自 13 8 8
442 4-5-28 黒溶 自 17 15 -
443 4-5-29 砂 河 9 6 8
444 4-5-30 黒溶 自 31 14 8
445 4-5-31 不明 不明 25 10 15
446 5-0-1 不明 河 27 15 11
447 5-0-2 不明 河 32 26 19
448 5-0-3 不明 河 27 18 15
449 5-0-4 不明 自 - - 13
450 5-0-5 不明 自 - - 17
451 5-0-6 白チ 河 26 15 10
452 5-0-7 不明 河 25 14 -
453 5-0-8 不明 河 24 15 -
454 5-0-9 砂 河 23 8 -
455 5-0-10 砂 河 29 13 -
456 5-0-11 砂 河 21 7 - 5-0-14 と同一
457 5-0-12 不明 河 24 18 - 砂質
458 5-0-13 砂 河 33 12 -
459 5-0-14 砂 河 17 14 6 5-0-11 と同一
460 5-0-15 砂 河 29 11 -
461 5-0-16 砂 河 28 21 -
462 5-1-1 不明 河 37 22 21
463 5-1-2 不明 河 30 12 6
464 5-1-3 不明 河 26 14 16
465 5-1-4 不明 河 17 9 14
466 5-1-5 不明 河 8 5 4
467 5-1-6 不明 不明 - - -
468 5-1-7 不明 河 26 17 13
469 5-1-8 砂 河 31 17 -
470 5-1-9 凝 屑 19 15 -
471 5-1-10 不明 自 26 16 19 粒子密
472 5-1-11 砂 河 28 16 16
473 5-1-12 砂 河 19 17 -
474 5-1-13 砂 河 24 17 12
475 5-1-14 砂 河 32 13 -
476 5-1-15 砂 河 26 13 -
477 5-1-16 砂 河 21 13 -
478 5-1-17 凝 屑 11 2 -
479 5-3-1 黒溶 自 28 26 17
480 5-3-2 白チ 河 27 12 17
481 5-3-3 不明 河 20 13 8 5-3-4 と同一
482 5-3-4 不明 河 19 14 - 5-3-3 と同一
483 5-3-5 不明 河 21 18 - 粒子密、赤色
484 5-3-6 不明 河 25 6 - 粒子密
485 5-3-7 不明 河 24 18 13 白色粒子多
486 5-3-8 不明 河 30 16 18
487 5-3-9 砂 河 37 16 7

488 5-3-10 不明 加 38 29 14.8
砂利やチャートを含
む

489 5-3-11 赤溶 自 34 15 -
490 5-3-12 不明 河 21 10 -
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№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
491 5-3-13 黒溶 自 13 10 8
492 5-3-14 凝 加 31 5 -
493 5-3-15 黒溶 自 29 13 -
494 5-3-16 黒溶 自 29 15 - 磨滅
495 5-3-17 凝 加 24 11 19
496 5-3-18 黒溶 自 17 15 -
497 5-3-19 赤溶 自 12 6 - 5-3-11 の破片
498 5-3-20 黒溶 自 30 12 15
499 5-6-1 不明 河 29 14 10
500 5-6-2 不明 河 26 12 15
501 5-6-3 不明 河 32 15 19
502 5-6-4 砂 河 28 24 20
503 5-6-5 砂 河 29 12 -
504 5-6-6 黒溶 自 35 10 16
505 5-6-7 黒溶 自 27 14 16
506 5-6-8 凝 加 16 13 8
507 5-6-9 凝 加 12 7 6
508 5-6-10 黒溶 自 26 10 -
509 5-6-11 凝 加 34 16 -
510 S1 黒溶 自 16 16 -
511 S2 不明 割 22 15 -
512 S3 凝 加 22 12 10
513 S4 チ 河 26 14 -
514 S5 不明 加 (16) 12 -
515 S6 黒溶 自 28 22 -
516 S7 黒溶 自 25 11 11
517 S8 不明 河 16 9 -
518 S9 不明 河 20 12 -
519 S10 砂 割 30 18 - 青緑
520 S11 黒溶 自 19 16 16 青緑
521 S12 不明 河 17 14 - 白色粒子多、青緑色
522 S13 不明 河 20 12 - 硬質
523 S14 不明 河 24 12 -
524 S15 不明 河 19 7 6 白色粒子多
525 S16 黒溶 自 (22) (15) -
526 S17 黒溶 自 18 12 -
527 S18 チ 割 23 15 -
528 S19 凝 屑 8 5 -
529 S20 砂 割 20 18 -
530 S21 チ 河 20 15 -
531 S22 黒溶 自 19 16 -
532 S23 角 転 20 8 - 転用
533 S24 赤 河 16 12 2
534 S25 黒溶 自 25 18 -
535 S26 黒溶 自 35 22 -
536 S27 凝 加 15 13 -
537 S28 黒溶 自 24 24 15
538 S29 黒溶 自 15 10 -
539 S30 黒溶 自 22 13 -
540 S31 黒溶 自 20 13 -
541 S32 黒溶 自 20 19 -
542 S33 黒溶 自 13 10 -
543 S34 砂 河 15 11 -
544 S35 不明 河 18 14 - 硬質
545 S36 凝 転 18 13 - 転用
546 S37 凝 加 16 10 -
547 S38 角 割 24 12 -
548 S39 砂 河 44 22 18
549 S40 黒溶 自 (30) 27 12
550 S41 黒溶 自 26 23 -
551 S42 黒溶 自 (33) (25) -
552 S43 黒溶 自 40 20 15
553 S44 黒溶 自 26 22 17

№ 礎石№ 石材 種別 長軸 短軸 厚さ 備考
554 S45 黒溶 自 30 23 21
555 S46 黒溶 自 24 13 -
556 S47 不明 河 22 12 -
557 S48 黒溶 自 13 10 -
558 S49 凝 加 29 15 -
559 S50 黒溶 自 22 17 6
560 S51 凝 加 20 18 -
561 S52 不明 河 19 11 11
562 S53 黒溶 自 18 14 -
563 S54 黒溶 自 15 8 5
564 S55 不明 割 12 10 7
565 S56 不明 河 16 8 5
566 S57 凝 加 23 16 12
567 S58 凝 加 36 32 -
568 S59 黒溶 自 25 15 16 S60・61 と同一
569 S60 黒溶 自 23 20 19.7 S59・61 と同一
570 S61 黒溶 自 22 15 22 S59・60 と同一
571 S62 凝 加 21 15 10
572 S63 砂 加 22 18 13
573 S64 黒溶 自 27 26 20
574 S65 黒溶 自 46 17 22

575 S66 花 転 14 11 -
S68・69 と 同 一・
転用

576 S67 凝 加 12 10 10

577 S68 花 転 13 9 -
S66・69 と 同 一・
転用

578 S69 花 転 19 14 17
S66・68 と 同 一・
転用

579 S70 黒溶 自 22 17 13
580 S71 角 河 26 23 - 円形
581 S72 不明 河 23 18 6 円形

582 S73 不明 河 24 19 5
円 形・ 上 面 墨 書
「百十八」

【凡例】
礎石№：第 471 集に準拠
石材：黒溶…黒色溶岩石（浅間石か）、赤溶…赤色溶岩石（浅間
石か）、凝…凝灰岩、角…角閃石安山岩、砂…砂岩、緑…緑泥石
片岩、花…花崗岩、白チ…白色チャート、チ…チャート
種別：自…自然石、河…河原石、加…加工材、屑…加工屑、割…
割石、切…切石、転…転用
長軸・短軸・厚さ（単位：cm）：長軸と短軸は図上から計測。厚
さは第 471 集に掲載された断面図から計測した石材は、最大厚
とは限らないため（カッコ）付きにした。
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付図１　第１号建物跡の基礎地業（全体）と瓦敷６遺物出土状況（断面図）
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付図２　第１号建物跡瓦敷６遺物出土状況平面図（１）
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付図３　第１号建物跡瓦敷６遺物出土状況平面図（２）
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